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市長あいさつ 
 

昨今の日本では、少子高齢化、核家族化が進むとともにライ
フスタイルの変化、価値観の多様化から地域に対する関心が低
下し、地域のつながりが希薄化しています。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大により、地域活動が停
滞し、住⺠同⼠のコミュニケーションにも⼤きな影響を及ぼし
ています。 

これまで、本市では、「障害」「高齢」「子ども」「生活困
窮」といった分野毎の施策を強化してきましたが、高齢者とひ
きこもりの世帯、ダブルケア、ヤングケアラーなど多機関連携による支援が必要なケ
ースや、地域での見守りが必要な高齢者の孤独死、児童虐待への対応など分野を超え
た複合的な課題も増えており、総合的な支援体制や福祉サービスの必要性が高まって
います。 

このたび、社会福祉協議会と一体になって「一宮市地域福祉計画・地域福祉活動計
画」を策定しました。計画策定過程において、地域の状況や住⺠の意識を把握し、本
市が抱える課題とめざすべき姿を明らかにすることに努めました。 

本計画では、制度・分野ごとの枠組みや「支え手」「受け手」という関係を超えて、
地域住⺠や地域の多様な主体が参画し、⼈と⼈、⼈と資源が世代や分野を超えつなが
ることで、住⺠⼀⼈ひとりの暮らしと⽣きがい、地域をともに創っていく『地域共⽣
社会』の理念を、「いつまでも ともに育む“いちのみや”〜みんながつながり支え合
い、地域が織りなす共⽣社会をめざして〜」と表現しています。 

本市に顕在化する様々な地域課題に対応していくため、複雑化・複合化した相談に
対応できるよう、中核市移行とともにスタートした福祉部・福祉総合相談室を中心に
関係部署が連携し、社会福祉協議会とも協力しながら、重層的支援体制の強化を図っ
ていきます。 

今後は、基本理念の実現に向けて、各種施策や取組を積極的に推進してまいります
ので、市⺠の皆さま、関係機関・団体の皆さまのご理解、協力を賜りますよう、お願
い申し上げます。 

最後に、本計画の策定にあたり、参画いただきました地域福祉計画策定委員会の皆
さまをはじめ、アンケート調査や地区別懇談会、ワークショップなどにご協力いただ
き、貴重なご意見をお寄せいただきました市⺠の皆さま、関係機関・団体の皆さまに
心からお礼を申し上げます。 

 
令和５年３月 

⼀宮市⻑ 中野 正康 
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会長あいさつ 
 

近年、地域福祉を取りまく環境が目まぐるしく変化する中、
地域で孤立する高齢者や生活困窮、子育てなど生活上の悩みを
抱える人は増加しており、個人や世帯が抱える課題は複雑かつ
多様化しています。また、自然災害への備えや新たな感染症等
への備えも地域の大きな課題の一つとなっています。 

このような状況のなか、地域社会全体を支えるためには、市
⺠⼀⼈ひとりが担い⼿となって、相互に助け合う関係性を育み
ながら、地域における生活課題を解決していく「地域共生社会」の実現を目指す取り
組みが求められています。 
この取り組みは、⻑年、地域福祉を進めてきた社会福祉協議会の活動の延⻑線上に

あるもので、これまでの地域福祉活動の更なる展開を図るため、また、行政と同じ理
念や方向性の下で、相互に連携し、地域福祉を推進していく必要性があることから、
一宮市と一体になって「一宮市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を策定しました。 

策定にあたっては、さまざまな分野で活躍されている関係者で構成する策定委員会
を設置し、委員の皆さまの熱⼼な議論を中⼼に、市⺠アンケート調査や地域(23 連区)
ごとに⾏った地区別懇談会、公募市⺠によるワークショップ、パブリックコメントを
実施し、市⺠の皆さまのご意⾒をできるだけ反映することに努め、作業を進めてまい
りました。 

今後は、『いつまでも ともに育む “いちのみや”〜みんながつながり⽀えあい、
地域が織りなす共⽣社会をめざして〜』の基本理念のもと、４つの基本目標（⼈づく
り・環境づくり・しくみづくり・基盤づくり）を達成するため、さまざまな事業を展
開し、市⺠の皆さまと共に地域福祉活動を発展させていきたいと考えておりますので、
ご支援ご協力をお願い申し上げます。 
結びに、本計画策定にあたり、貴重なご意見をいただきました地域福祉計画策定委

員会の皆さまをはじめ、ご協⼒をいただきました多くの市⺠の皆さま、関係機関・団
体の皆さまに心からお礼を申し上げます。 

 
令和５年３月 

一宮市社会福祉協議会 会⻑ 真野 克彦 
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